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② 保水性の高い火山灰質土を対象とした飽和 ・不飽和浸透流解析 ③ 八戸しらすのキャピラリー バリア覆土
材料としての有効利用 ④ 初期水分を考慮 したロームの不飽和
強度特性 に関す る研究の4項 目か らなる・:瑠 詮 撃帰 黯 ム(不黴)
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室内模型実験 により得 られた実測 直と比較 したところ,八戸 しらす
の場合は誤差20%以内,豊浦砂の場合は誤差10%以内の概ね良好な
整合性が得 られた.特 に均等係数が小 さく,材料の不均一性 の影響
が小さいと思われ る豊浦砂 において良好 であった.
④ 初期水分を考慮 した ロームの不飽和強度特性に関する研 究
八戸ローム,青 葉山 ロームを用いて,撹 乱 ・不撹乱といった土粒




特性の変化を定量的 に把握す るとともに,サ クションの存在形態に
ついて考察 した.
サクションと破麟 せ ん開 鍍 について,Fredlundらが提案 した
破壊時のせん断応力式か ら算出 した破壊時 ぜん断応力(図.5中の τ
f)と,三軸試験結果か ら得 られた破壊時せん断応力(図.5中のMC)



















































































































































し　 ロ ずコ へ






























火山灰質土は特有の水分保持特性を有 し,その性質は不飽和状態下での透水性や強度 ・変形特性な ど
の力学挙動 と密接に関わっている.本研究では,東 北地方に存在す る火山灰質土を対象 として,不飽和
土の力学の観点か ら,それ らで構成 された地盤の降雨時浸透挙動,初 期水分量 ・土粒子構造の違いによ
る強度変形特性を研究 したものであ り,全8章 よ りなる.
第1章 は,火 山灰質土の不飽和力学挙動に関係する現象を整理 し,これ を研究す る必要性 を示 してい
る,
第2章 は,火 山灰質十に関する従来の研究,技 術動向を整理 している.
第3章 では,こ こで対象 とした東北地方の火山灰質土の物理特性 ・化学特性 を示 し,その特徴,分 類
を示している.
第4章 では,野 外人工盛土を用いた水分モニタ リング結果か ら火山灰質地盤 における降雨時浸透挙動
を把握 し,間隙比や細粒分含有率の違いにより盛土の体積含水率や空気封入率に経年的 に差が生 じるこ
と,植栽の有無による降雨浸透挙動に違いがあることを見出 している.雨 水浸透 による細粒分の移動,
流失や凍結によって土粒子構造が安定化す ることが示唆 されてい ることは重要な知見である.
第5章 では,保 水性の高い土を対象 とした十一中の水分特性履歴,蒸 発散を考慮 した飽和 ・不飽和浸透
流解析コー ドを新たに開発 し,野外人工盛十の水分量の変化を解析 している.手 法の妥 当性 は野外盛土
の観測結果の シミュ レーションによって確認 している.
第6章 では,不 飽和浸透挙動を利用 したキャピラリーバ リア材 として,八戸 しらすの有効利用可能性
を実験的 ・解析的 に検討 している,そ の結果,八 戸 しらすは不飽和透水係数が小 さく表面流出量が多 く
なるため,特 に高降雨強度において高い遮水性能が発揮で きることを明らかに している.
第7章では,八 戸 ローム,青 葉山ロー ムを用いて,撹 乱 ・不撹乱といった土粒子構造や初期水分量の
違いに基づく水分特性変化 とせん断強度 ・変形特性 との関係を検討 している.不撹乱土の破壊時せん断
応力に対するサクションの寄与率が撹乱土より大 きいことなどを明らかに している.この結果は,ロ ー
ム土の練 り返 しによるせ ん断強度の低下を理解す る上で重要な知見である.
第8章は,本 研究の結論および今後の展望について述べている.
以上,本論文は東北地方を代表す る火山灰質土を用いて,不飽和土の力学の観点か ら,その降雨時浸
透特性,せん断強度変形特 性を明 らかに したものである.火 山灰質土の力学挙動を不飽和土の観点から
アプローチ した本研究の成果は,地盤工学の発展,東 北地方の火山灰質土の工学的利用に寄与するとこ
ろが少なくない.
よって,本 論文は博士(工学)の学位 論文 として合格と認 める.
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